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成田空港の建築施設における省エネの取組み

成田空港の建築施設

旅客ターミナルビルの省エネルギー対策

中央冷暖房所の省エネルギー対策

 その他施設の省エネルギー対策

 その他の取組み
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成田空港の建築施設
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空港内 延べ約220万㎡

旅客取扱施設 3施設
第1旅客ターミナルビル（46.4万㎡）
第2旅客ターミナルビル（39.6万㎡）
第3旅客ターミナルビル（11.0万㎡）

貨物取扱施設 21施設 貨物ターミナルビルなど（27.9万㎡）



旅客ターミナルビルの省エネルギー対策（１）
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BEMS

館内照明のLED化

ターミナルビルサインのLED化

昼光センサー
による調光

空調、電力、熱源などの運用状況を監視し、運用状況を
「見える化」することで空調機等の運転を最適化

ターミナルビル全体、約7,000台の照明をLED化
約30～50%の消費電力削減を実現

自然光の明るさに応じた館内照明の調光や
FIS(フライト情報)と連動した空調の制御など照明・空調の制御LED照明の採用



年間を通じ温度が安定している地中熱を取り込み、空調に利用す
ることで、外気をそのまま取り入れた場合と比べ空調負荷を低減

旅客ターミナルビルの省エネルギー対策（２）
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地中熱利用

高断熱・高遮熱ガラスの採用

案内サインのLED化・非内照式サインの採用

内照式サインLED化（T1・T2） 非内照式・壁面サイン（T3）

（T2本館サテライト連絡通路）

省エネルギー設備機器の導入促進

新設及び設備更新時に、高効率・省エネルギーな機器を導入

トップライトや庇により自然採光を確保Low-e複層ガラスの採用など 自然光利用



中央冷暖房所の省エネルギー対策
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コージェネレーションシステム

運転支援システム

大気汚染物質の排出量の少ない天然ガスを燃料としたコージェネレーションシステムを2000年より導入
空港内電力の約20％、冷暖房用蒸気の約50％をまかなってる

過去の冷水及び高温水
製造設備の運転情報と
当日の気象予報から、
設備の起動・停止につい
て最適なタイミングを監視
員に通知する運転支援
システムを導入

【成田空港の熱供給システム】
成田国際空港では地域冷暖房方式を採用しており、中央冷暖房所では、
旅客ターミナルビルや貨物施設、その諸施設において、主に冷房・暖房で
使用する、冷水・高温水の、エネルギー供給を行っている。



その他施設の省エネルギー対策
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ランプセントラルタワー 貨物施設 トップライトによる自然採光の確保
シーリングファンによる作業環境の向上と環境負荷低減の両立など

Low-e複層ガラス、居住域への直
接空調、全照明のLED化など

シーリングファン



その他の取組み
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GPUの利用促進

■APUの使用制限措置

 GPUが整備されたスポットにおいて、出発機のAPU使用
時間は出発予定時刻前30分以内とする

 到着機は到着後速やかにAPUを切り、GPUに切り替える
 航空機の点検整備のためAPUの使用を必要とする場合は、
その都度、必要最小限の時間で稼働する



その他の取組み
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低公害車による来港支援

■EV急速充電器・水素ステーション

急速充電器

急速充電器
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東京国際空港ターミナル
省エネ・省CO2の取り組み

2022年6月13日

東京国際空港ターミナル株式会社
施設部

第２回 空港建築施設の脱炭素化に関する検討WG



省エネ・省CO2の基本的な考え方
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東京国際空港旅客ターミナルでは、「エネルギーの効率化」をテーマに、

自然エネルギーの活用や未利用エネルギーの有効利用・

最新省エネ技術の応用などにより、省エネ・省CO２を実現しています。



作る 「太陽エネルギー」を利用してクリーン発電
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作る 「都市ガス」を利用して電力と熱を供給
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ガスコージェネレーションシステム 1000㎾、900㎾

ガスコージェネレーションシステムの廃熱や都市
ガスを駆動源とし、消費電力を大幅に削減した
「水冷媒」を利用したノンブロン空調で連暖房



作る 「電力」による高効率冷房、地中熱や空調廃熱を有効活用
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使う 居住域空調で必要なところを空調、地中熱の空調利用
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使う 照明負荷の低減、日射熱・外気負荷の低減
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使う その他の取り組み（中水利用・緑化・BEMS・啓蒙活動）
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空港建築施設への省エネ・再エネの取組状況について
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＜方針・宣言＞
・ 中部国際空港の基本理念と環境方針
・ カーボン・ニュートラルを目指して「セントレア・ゼロカーボン2050」を宣言！

＜取組イメージ＞
・ セントレア・ゼロカーボン2050宣言に向けた取り組みイメージ

＜取組内容＞
1 コージェネレーションシステムをリニューアルし、CO2を削減！
2 太陽光発電による再生可能エネルギーの拠点化！
3  中部臨空都市と一体となって “再生可能エネルギーの拠点化”を検討！
4 エネルギーマネジメントシステム(VPP・DR)の導入に向けて
5 施設のCO2削減対策 ～照明器具のLED化 ～

6  サーバー統合はじめその他の主な省エネ活動について
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中部国際空港（セントレア）グループは、中部圏における航空需要の増大に適切に対応し、中部圏
と世界を結ぶ重要な架け橋となる中部国際空港（セントレア）の中核として、その運営を担っています。
空港の運営に当たっては、地球環境保全の重要性を認識し、環境負荷の低減や循環型社会の形成
に寄与することを経営の優先課題のひとつとして捉え、その実現のために、すべての役員・社員 をあげて環
境マネジメントシステムを構築し、継続的な改善を図ることにより、率先して次の取組を行います。
①環境負荷の低減に取り組みます
空港運営に伴う環境負荷を低減するため、駐機中の航空機への動力供給や航空機燃料供給の効率化、空港サー
ビス車両への低公害車の導入などを促進し、環境に配慮した空港を目指します
②省エネ・省資源に取り組みます
クリーンエネルギーの積極的な利用に努めるとともに、グリーン購入による環境配慮型製品の利用促進、廃棄物の発
生抑制及び再資源化を図るなど、省エネ・省資源に取り組みます
③環境パートナーシップをはぐくみます。
環境情報の発信に努め、地域社会とのコミュニケーションを図るとともに、空港内の事業者と協力して環境活動を推
進し、環境保全に努めます
④空港の運営事業にかかわる環境関連法規等を遵守するとともに、汚染の予防に努めます

セントレアの環境取組 ４つの環境ポイント

環 境 方 針

中部国際空港開港の基本理念と環境方針

中部国際空港株式会社 基本理念
⇒開港以来、地域・経済・環境に貢献してきた
① 世界の最新技術と知識を結集し、21世紀に
ふさわしい、利便性・経済性に優れた競争力の
ある国際ハブ空港づくりに努める。
② 「お客様第一」を旨とし、魅力あるサービスの提
供を通じて21世紀の国内外の航空ネットワーク
発展に寄与する。
③ 地域に根づいた企業として、環境への配慮に
努め、豊かな環境社会づくりに貢献する。
④ 「オープンでフェアー」を企業行動の基本とし、
社会から信頼される企業市民となる。
⑤ 効率的な事業運営に努め、健全経営を実現
する。
⑥ 人材育成に努め、自由闊達で風通しの良い
企業風土を確立し、企業の活力を最大限に発
揮する。

（1998年制定）

基 本 理 念 (2000年8月制定)

環境経営の
推進
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カーボンニュートラルを目指して「セントレア・ゼロカーボン2050」を宣言！
脱炭素に向けた取組方針・課題・目標
中部国際空港セントレアは、2021年5月、下記内容の「セントレア・ゼロカーボン2050」を宣言
・2050年までに空港の地上施設からのCO2排出について、実質ゼロを目指します
・まずは、国が掲げる2030年度の温室効果ガス削減目標(2013年度比46％削減)の達成に向け、
取組みを進めてまいります
・取組みの推進にあたっては、セントレアエコエアポート推進協議会、国、自治体
など関係者と連携・協力してまいります

2013年度 2019年度 2030年度 2050年

2013年度対比４６％削減 （２．６万t）

3.1万t

5.7万t
5.9万t

(基準年度)

【当空港の地上施設からのCO2排出量推移】

※2019年度対比４８％削減 （２．８万ｔ）

実質ゼロ
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「セントレア・ゼロカーボン2050」宣言に向けた取り組みイメージ
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１ コージェネレーションシステムをリニューアルし、CO2を削減！
■コージェネレーションシステムからのCO2を削減！
・開港時に導入した「天然ガスコージェネレーションシステム」は、18年目を迎え、現在、機器の更新を実施している。今回は、ガス
タービンをガスエンジンに変更することで、発電効率及び熱効率を上げ、CO2排出量の14％削減を目指している。
また、レジリエンスの観点からブラックアウトスタート※をさせることができる非常用発電設備を新規に導入し、緊急事態の際にも、
一定量の熱と電気を供給できる機能も持たせることも計画。 (空港BCPの観点から）
※ブラックアウトスタートとは、ブラックアウトの状態から、外部電源から発電された電気を受電することなく、停電解消のための発電を行うこと。
当該更新については、先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金(事業費の4分の1 経済産業省)を活用している。
・なお、今後は、CO2排出量をさらに削減するため、将来の技術開発やコスト等も考慮しながら、水素専焼も含めた水素の利活
用の可能性を探るなど、空港全体のCO2削減を図る。 国の支援もお願いしたいと考える。

都市ガス 電力

冷熱

蒸気ボイラー

外部電力

温熱（蒸気）
蒸気吸収式冷凍機

排熱（蒸気）

（現行 ガスタービン式) （更新後設備 ガスエンジン式)

温熱（蒸気）
温水吸収式冷凍機

排熱（温水）

都市ガス

冷熱

停電時起動用発電機

蒸気ボイラー

外部電力
電力
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＜概要＞
・中部空港では、センターピアの屋根の一部に太陽光パネルを設置し、空港のGPUの約1割の電源として活用している
・今後は、再生可能エネルギーの拠点化に向け、貨物上屋等建物の屋根や平面駐車場の敷地を利用し、耐荷重や風力などを
調査のうえ、新たに太陽光パネルの設置を増やしていくことを検討中

現状 新規 再生可能エネルギーの拠点化
発 電 規 模 240kW(センターピア) 10MW(貨物上屋、旅客ターミナル、その他) 左記に加え、空港対岸部の中部臨

空都市(愛知県企業庁所有地等)
の未利用地約30haの活用を働きか
け拠点化を促進する

発 電 量 20万kWh 12GWh

用 途 GPUの電源 全電力の約15%

・事業スキームは、地産地消の形で、第三者所有方式(PPA)により実現に向け検討中

２ 太陽光発電による再生可能エネルギーの拠点化！

＜スケジュール＞
・First step(2030年)
の目標達成に向け、
設置に向け具体的
な検討を進めている。

【再エネの拠点化イメージ箇所】
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３ 中部臨空都市と一体となって “再生可能エネルギーの拠点化”を検討！
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４ エネルギーマネジメントシステム(VPP・DR)の導入に向けて
〇現在、空港内にある様々な設備が、24時間365日効率的に運用できるように設備集中監視センターにて、電気、冷熱、温熱
を適正管理し、省エネを実現している。今後は、再生可能エネルギーの拠点化を推進するうえで、各施設や機器がネットワークで
つながり、総消費電力量の増加や消費電力のピーク時の変動が予想される。 また、再エネは、天候に左右されるといったエネル
ギーの安定供給への支障が懸念される。

〇こうした課題に対処するため、電気を使用する需要家側に合わせて、需給のバランスを取り、総電力量の増加や余剰を平準化す
ることで電力の安定供給を図るため、DX、AIを活用したエネルギーマネジメントシステム(VPP・DR)を導入を検討している。

〇将来的には、空港島内のホテルや対岸部の大型商業施設等とも連携するなど、再エネの余剰電力を効率的に周辺地域へ
供給することの検討も進める。 ・バーチャルパワープラント(VPP:Virtual Power Plant)

⇒分散型エネルギーリソース(DER)の保有者もしくは第三者が、分散型エネルギーリソース
(DER)を 制御(DSRからの逆潮も含む)することで発電所と同等の機能を提供すること。

・ディマンドリスポンス(DR:Demand Response)
⇒需要家側エネルギーリソース(DSR)の保有者もしくは第三者が、需要家側エネルギーリソース

(DSR)を 制御することで、電力需要パターンを変化させること。

【VPPイメージ図】
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５ 施設のCO2削減対策 ～照明器具のLED化～

■エアサイドのⅬED化の推進
～2030年度までにLED化100％を目指す

滑走路灯火 誘導路灯火

貨物上屋内 立体駐車場

○航空灯火:航空局管制技術課の導入の手引きに則し、
約5,600灯器の飛行場灯火及びエプロン照明灯をLED化

○貨物上屋天井の水銀灯、貨物地区事務棟、従業員事務
管理棟やお客様用立体駐車場の直管蛍光灯等のLED化

■旅客ターミナルビル等のLED化
○ ターミナルビルの天井照明やチェックインカウンター、案内表示

(フライトインフォメーションシステム)のバックライト等
第2ターミナルビル完全LED整備で運用開始(2019年9月～)
コロナ禍で事務棟や立駐等のLED化一時中断あるも、順次
切り替え実施予定(ページ右上)
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６ サーバー統合はじめその他の主な省エネ活動について
■サーバー統合による電力削減

■UPS配備台数統合による環境負荷低減

■その他の主な省エネ活動
・インバウンド客増加に伴う
WiFi整備等サービス強化
により、様々なサーバーが
混在
サーバー統合により、運用
管理の効率化と電力使用
量削減を実現

・UPS(Uninterruptible
Power Supply)
バッテリー内蔵し、停電など
異常時に電力供給する
装置
2015年からUPSの統合を
進めており2025年完了す
る予定

○ 空調に係る電力・熱使用量低減 CO2排出量17%削減
・フライトスケジュールに合わせた空調運転による電力・熱
使用量低減
・冷温水ポンプのインバーター設置による電力使用量低減
・外気冷房導入による熱使用量低減
・空調機フィルターの低圧損化による電力使用量低減

○ 手荷物の搬送状況に合わせた旅客手荷物処理システム
の運転による電力使用量低減

○ 窓ガラスの遮光・遮熱フィルター設置による熱使用量低減
空調機フィルターの低圧損化



空港建築施設における
省エネ対策・再エネ導入の取り組み

2022年6月

第２回 空港建築施設の脱炭素化に関する検討WG
資料
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施設の運営権等を取得し、3空港を運営
運営期間

KIX・ITAMI : 44 年間 (2016年4月～2060年3月)
KOBE          : 42 年間 (2018年4月～2060年3月)

関西エアポート株式会社

KIX・ITAMI：新関西国際空港株式会社 (NKIAC)
KOBE： 神戸市
滑走路など空港資産を所有

運営権対価

設置管理者

運営者

運営権設定

＊関西エアポート㈱の主な株主

ORIX
40％

VINCI Airports
40％

その他企業
20％ 30社

North 
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関西エアポート株式会社は2016年4月1日に関西国際空港（KIX）、および大阪国際空港
（ITAMI）の運営会社として事業を開始しました。
2018年4月1日からは関西エアポート株式会社の100%出資会社である関西エアポート神戸
株式会社が、神戸空港（KOBE）の運営を開始しています。
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*

空港およびターミナルビルの概要
神戸空港（UKB）

旅客数・発着回数* 329万人 ・ 3.3万回
運用時間 16時間 (7～23時)
滑走路 1本（2,500 m）
ターミナルビル延床面積 1万7千m2 (１F~４F)

発着回数合計*
36.6万回

旅客数合計*
4,783万人

* 2019年度の実績

大阪国際空港（ITM）

関西国際空港（KIX）

旅客数・発着回数* 2,877万人 ・ 19.6万回
運用時間 24時間
滑走路 2本 (3,500m & 4,000m）

ターミナルビル延床面積 T1: 30万m2 (B1F~４F)
T2: 6万8千m2 (1F~2F)

旅客数・発着回数* 1,577万人 ・ 13.7万回

運用時間 14時間 (7～21時)

滑走路 2本 (3,000m & 1,828ｍ)

ターミナルビル延床面積 15万m2 (B2F~８F)
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温室効果ガス排出量実質ゼロに向けた長期目標

2016年度（基準年） 2030年度 2050年度

11.3 万 t-CO2 40% 削減 実質ゼロ
(スコープ1 およびスコープ2)

*1 スコープ１：燃料等の燃焼に伴う直接的な排出、スコープ２：電気の購入に伴う間接的な排出
*2 空港カーボン認証制度に基づく算出値を年度集計した値。神戸空港については関西エアポート神戸による運用前の試算値を含む
*3 グリーンエネルギーの購入などを含む

*1
関西エアポートグループのCO2排出量

CO2排出量削減のイメージ

*2 *3
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CO2削減に向けた主な取り組み

関西エアポートグループの
CO2排出源の内訳

(スコープ1,2)

 照明の100%LED化
 センサーや明るさ制御の拡大

 高効率熱源機器への更新
 外気取入れの最適化
 断熱と日射対策
 空調制御の最適化

 BEMS*2によるエネルギーの見える化と分析
 AIによるオペレーションの最適化

電気
74%

ガス
19%

ゴミの燃焼, 6%
車両等燃料, 1%

省エネルギーの推進

再生可能エネルギー・
水素の利活用

 太陽光発電の導入・拡大
 水素グリッドプロジェクトの推進

空調

照明

オペレーション

ZEV*3の導入推進
 業務車両の電気自動車、燃料電池車への置き換え

*1 2018年10月～2019年9月の集計による割合
*2 Building Energy Management System：ビルエネルギー管理システム
*3 Zero Emission Vehicle

*1

上記のうち
・ 建築施設が占める割合 約83％*
・ ターミナルビルの割合 約57％*

* 関空熱供給の割合を推計にて含む
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建築施設における省エネ対策・再エネ導入の取組事例
省エネルギー対策 再生可能エネルギーの導入

空調熱源の高効率化 窓の断熱・日射対策

照明のLED化 電源設備の高効率化 BEMS分析による
オペレーション最適化

T2屋根 自家消費

貨物上屋屋根 自家消費

高効率変圧器
の導入

 遮光パネル
 複層ガラス

 電動ブラインド
 複層ガラス

熱供給
インバータターボ冷凍機導入

ターミナルビル
インバータターボ冷凍機導入

KIX ITAMI KOBEITAMI

KIX

KIX

KIX PV: 1.3MW

KIX PV: 45kW

オフィスKOBE

ITAMI

100%LED化に向けて順次導入
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先進的な省エネソリューションの追求

自動的なオペレーションの最適化！機器の高効率化 更なる省エネ

設計照度

寿命

初期
120%

照
度

明るさセンサー 人感センサー

初期照度補正

調光

LEDの明るさを自動で最適化 スマート空調で省エネ BEMS×AIで効率化

INV

温熱/冷熱
空調改善

マルチダクト

カメラ 間欠停止

DATA

FIS情報など

DATA 人流・負荷予測・
運転計画

制御システム
ウイルス除去装置制御

空調･換気設備制御

DATA

AI

Operation plan

と共同研究 *

Dashboard

と共同研究

＊環境省の令和２年度三次補正革新的な省CO2型
感染症対策技術等の実用化加速のための実証事業
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